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アルクインとラバヌス・マウルスの影響を維持した人びと

Ａｌｃｕｉｎ，ｓａｎｄＲａｂａｎｕｓＭａｕｒｕｓ,ｓＬａｔｅｒｌｎｎｕｅｎｃｅ

田中克佳＊

Ktzts〃yos賊Ｔα刀ａｊｂａ

PreviouslyltriedtointroduceAlcuin(735?-804)andRabanusMaurus(780?-856)through

translatingALUCUZﾉＶＡｊＶＤＴＨＥＲﾉSEOF71HECHRJSTZAjVSCHOOLS（ｂｙWest,Andrew

Fleming,1893,London)intoJapanese(SeeNos､３６＆４３ofthisbulletin)．

ＴｈｉｓｉｓａｓｉｍｉｌａｒｗｏｒｋｔｏｉｎｔｒｏｄｕｃｅｔｈｅｌａｔｅｒｉｎＨｕｅｎｃｅｏｆｔｈｅｓｅｔｗｏｎｇｕｒｅｓａｎｄｉｔｓｅｎｄ・Ｉｔｉｓ

ｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅ“ｍｉｄｄｌｅｏｆｔｈｅｔｅｎｔｈｃｅｎｔｕｒｙｍａｒｋｓｔｈｅｌｉｍｉｔｏｆｗｈａｔｍａｙｂｅｓｔｙｌｅｄｔｈｅａｇｅｏf

Alcuinineducation."(p､176）

はじめに

先に筆者は，「アルクイン」と「ラパヌス．マウルス」

について，West，ＡｎｄｒｅｗＦｌｅｍｉｎｇの“ＡＬＣＵＩＮＡＮＤ

ＴＨＥＲＩＳＥＯＦＴＨＥＣＨＲＩＳＴＩＡＮＳＣＨＯＯＬＳ,’’１８９３，

Londonによって，人物と業績の翻訳．紹介を試みた,)。

本稿は，これら二人の人物のその後における影響と

その終罵，つまり教育史上のアルクインの時代の終罵

一それは’０世紀の中葉と述べられている－を，前

回同様の翻訳・紹介によって眺めることに意図がある。

(以下，章立て・章名は筆者の構成による。また，叙述の

必要上筆者が書き加えた部分は［］で示し，訳出部分

の上記原著ページは(p,ｘ－)で示した。また，前回同様，

本稿中の［ランダム］は「小学館ランダムハウス英和大

辞典｣，［岩］は『岩波西洋人名辞典一増補版」の略記であ

る｡）

第３章2）アルクインとラバヌスの影響を

維持した人びと

アルクインがフランク王国全土に対してもった関係

を，ラバヌスはとくにドイツに対してもった。ラバヌス

の影響力は，師匠の影響力とは別個に識別することがで

＊慶臆義塾大学文学部教授

（教育学・教育史）

きるが，二人はやがて混じり合って，西欧の教育の伝統

を幾世代にもわたって推し進めた。［この推進の様子に

かかわる叙述は，先の紹介の末尾で紹介した3)。参照｡］

(p､165）

[本稿は，アルクインの影響を代表する後世の学徒

たちの中で比較的卓越した人物の紹介を試みる。彼

らの多くは，ラパヌスを経由した人たちである｡］

セルバトウス・ループスServatusLupus(805-862）

は，アルクインの生徒であったオールドリチAldrich管

轄下のフェリエールの修道院で教育を受けた。オールド

リチがサンスの大司教になった時，彼は自らのこの生徒

を急速フルダに派遣した。この生徒［ループス］は，当

時名声の絶頂にあったラバヌスの下で学んだ。神学だけ

でなく文学の学徒としての輝かしい経歴の後，彼は，

836年にフランク王国に戻ってきた。間もなくオールド

リチが死ぬと，セルパトゥス・ループスは，８４２年にそ

の後を継いでフェリエールの大修道院長となった。そし

てその地で教鞭を執り，名声を博し，周囲に多数の弟子

とかなりの蔵書を集め，彼自身が同時代の生粋の文人の

一人となり，幾世紀もの間知られることのなかった古典

作家たちの発掘までも行っている。フルダでは，彼は，

ゼリゲンシュタットの大修道院にしばしば出掛けてい
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る。沢'１１の蔵書をもったこの大修道院の当時の統治者で

あったアインハルトEinhard-チャールズ大帝の伝

記作家であり，セルパトゥスと親しい関係にあった－

の意見を聞くためである。アインハルトの文学趣味とセ

ルヴァトゥスに対する友情は，セルヴァトゥスの勉学の

進歩を助け，こうしてフルダの教育を補充することと

なった。（pp､１６７－８）

ハイモＨａｙｍｏは，フルダでラバヌスの同級生，

トゥールではアルクインの教えを受けた仲間の一人であ

るが，トゥールからフルダに戻って，そこの学校でしば

らく教鞭を執った。８４１年にフルダを去ってハルベル

シュタットの司教となり，８５３年に死んだ。（p・’68）

ヴァラフリド・ストラボWalafridStrabo（807年生

れ）は，子供の頃コンスタンス湖畔にあるライヘナウの

学校で最初の勉学に従事した後，そこからフルダに送ら

れ，ラパヌスの下で学んだ。フルダからライヘナウに戻

り，数年間その地の大修道院の学校を指導し，８４２年に

その大修道院長に選ばれた。彼はフルダの学問を移植し

たが，教師としての名声に，さらに詩人として注目すべ

き業績を付け加えた。彼の名声は，おそらく彼の功績以

上のものであるが，しかし師匠の教えを広く行きわたら

せた点で彼には明らかな功紬がある。「彼は多数の者を

教えたDocuitmultos」とは．ヴァラフリドの墓碑銘の

中でのラバヌス自身の証言である。これは，ヴァラフリ

ドの教え子が，とくに言及しなければならないほど多数

であったことを示している。（pp､168-9）

ルドルフRudolph(800?-866)はフルダの修道僧であ

る。彼は，ラバヌスの生徒であると同時に彼の伝記作家

でもあったが，大修道院学校の世話でラバヌスの後継者

となった。もちろん師匠よりははるかに劣っていたけれ

ども，大変博学の人物であったと考えられており，力量

で劣ったとはいえラパヌスの方法themethodsを維持

した。このルドルフの生徒の一人で，後にエルヴァンゲ

ンの大修道院長となったエルメンリクErmenricは，師

に捧げた著書の中で師の学識の深さと教師としての成功

を証言している。（p､169）

リウトペルトLiutperlは，８５３年に死去したが，

ニュー・コルビの有能な大修道院長であった。彼もまた

フルダでは，彼の勉学の師であったラバヌスとともに一

介の修道僧であった。彼はまた，ラバヌスの命令でフル

ダから外に出た修道僧たちの協同生活体であるヒルシャ

オの初代大修道院長として仕えた。修道僧マギンハルト

Maginhardがフルダにいたのも，同じ時期のことであ

る。（p・’６９）

第５１号２０００

パスカシウス・ラトペルトPaschasiusRatpert（865

年死）は，俗界から，当時アーデルハルトAdelhardが

支配していたコルビの修道院へと引き篭もった。彼は勉

学に熱中し，選ばれて仲間の生徒たちを教えるほどの成

功をおさめた。キケロとテレンティウスTerence（訳

注・PubliusTerentiusAfer,Ｂ,Ｃ,190-159?：ローマの

喜劇詩人［ランダム]）が，修道院に入る以前の彼のお気

に入りの作家たちであった。彼の活躍と勤勉はめざまし

い。彼は，ザクセンにニュー・コルビの大修道院を建て

る目的でアーデルハルトに同伴した。彼は多くの生徒を

教えた。その中には，アーデルハルト１１世，ハンブルク

の大司教となったアンスカリウスAnscharius，どちら

もボーヴェの司教になったヒルデマンHildemannとオ

ドOdo，そしてニュー・コルビの後の大修道院長のヴァ

リンWarinがいる。８４４年には彼自身がオールド・コ

ルピの大修道院長となったが，８６５年にその地で死ん

だ。彼の生徒であったボーヴェのオドが，大修道院長と

しての彼の後継者となった。（pp,169-70）

その他の，言及に値するオールド・コルピの修道僧た

ちの中にラトラムヌスRatramnusがいる。彼の学芸の

知識は顕著であり，彼の聖職者として読むべきものの中

にはラテン教父だけでなくギリシャ教父が含まれてい

る。彼は，おそらくアーデルハルトが大修道院長となっ

た頃にその修道院に入り，昇進の大望などまったく抱く

ことなく一介の修道僧として生涯を過ごし，その地で死

んだ。彼の友人にセルヴァトゥス・ループスとボーヴェ

のオドがいる。アルクインとラバヌスの影響に関連づけ

ることのできるザクセンのニュー・コルビの修道院のも

う一人の修道僧は，レンベルトRembertである。彼は，

アンスカリウスから修道僧の聖別を受け，８５６年にハン

ブルクの大司教としてアンスカリウスの後を継いだ。

セルヴァトゥス・ループスの同級生でサン・ドニの

後の大修道院長となり，８４０年に死んだヒルドゥイン

Hilduinと，年少の頃両親によってフェリエールの修道

院に献じられ，そこでセルヴァトゥス・ループスの下で

教育を受けたウィーンの大司教のアドＡｄｏ(800?-875）

の名前もあげておくことができる。（P､170）

ヴェレンベルトWerembert（884年死）は，若い頃フ

ルダで，ラバヌス・マウルスの指導の下で勉強し，その

後，大きな影響力をもつサン・ギャルの大修道院に入っ

た。ラバヌスの指導を受けた学生仲間にはヴァイセンブ

ルクのオトフリードOtfriedがいる。ヴェレンベルト

は，lidl時代の年代記作家によれば，ラテン語とギリシャ

語のll1lj方，また美術，哲学，詩，音楽，彫刻，そして神
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学と歴史に熟達していたという。彼の生涯については，

彼がサン・ギャルの修道僧であり，しばらくの間教鞭を

執ったという事実以上のことはほとんど知られていな

い。

サン・ギャルの大修道院長となったグリマルドゥス

Grimaldusは，ライヘナウの修道院で教育を受けた。そ

こでの彼の教育は，友人のエルメンリクErmenricを介

してアルクインとラパヌスの影響に触れた。このエルメ

ンリクはライヘナウの修道僧で，かつてヴァラフリド・

ストラボの生徒であった。ヴェレンベルトの友人であ

り，また同級生でもあったハルモトＨａｒｍｏｔ（884年死）

は，グリマルドゥスが亡くなる前から，実際上，サン・

ギャルの大修道院を支配していた。グリマルドゥスが死

ぬとハルモトは，満場一致で選ばれて，グリマルドゥス

の後を継いだ。彼は穂々の論文を書いたが，大修道院の

蔵書も大いに増加させた。（Pp､170-1）

相互の暖かい個人的友情と学者として共に傑出してい

たことから親密な関係にあったサン・ギャルの三人の修

道僧，ラトベルトRatbert，ノトケルNotker，トゥティ

ロTutiloがいる。彼らは，アルクインとラパヌスを直接

に継承する系列の教師の教育を受けていないことは明ら

かだが，それでもこの二人の巨匠の著作に通じていた。

この三人の中でノトケルは，とくに言及に値する。彼は，

840年頃に一生徒としてサン・ギャルに入った。そして

しばらくの後，内校aninnerschoolの校長になった。

当時この修道院には，修道院生活のために献じられた被

奉納者のための内校と，外部の人externiのための外校

anouterschoolが含まれていた。その注釈書の一つの

中で彼は，ヒエロニムス，アウグスティヌスおよびク

リユソストモス（訳注・Chrysostom,Ｓｔ.』、347?-407：

コンスタンチノーブルの総大司教；ギリシャ教父中最大

の説教家［ランダム]）とラバヌスの著作を並置し，アル

クインの文法をプリスキアヌスその人の文法をさえ凌ぐ

ものと称賛している。ノトケルの影響に触れた人びとの

中に，プリュムの大修道院長のレギノReginoとメッツ

の司教のロベルトRobertがいる。（pp､１７１－２）

サン・ギャルからフランク王国のオーセールにｎを転

じると，ここでもアルクインとラバヌスの影響力が支配

的な推進力として浮かび上がってくる。（p・’72）

オーセールのエリクEricofAuxerre（およそ834-

881）は，子供の頃，オーセールにあるサン・ジェルマン

修道院に入った。そこで最初の勉学に従事した後，フル

ダに出かけ，その地でハイモの教えを受けた。その後

フェリエールに出かけたが，その地での彼の先生はセル

ヴァトゥス・ループスであった。セルヴァトゥスの下で

の勉強期間が完了すると，彼は，オーセールに帰り，そ

こにあるサン・ジェルマン修道院学校を委ねられた。彼

の生徒たちの中には，フクバルドHucbaldと有名な

オーセールのレーミＲｅｍｙがいる。（p､172）

フクバルド（930年頃死）はサン・アマンの修道僧で

あったが，レーミにつぐ同時代の指導的教師とみなされ

ていた。彼は，キリスト教詩人にして自由学芸と美術の

学徒であり，かつアルクインの生徒の一人について学ん

だことのあるミロＭｉｌｏの甥であった。彼は，叔父の監

督の下に初期の勉学に従事し，ついでサン・アマンから

オーセールにあるサン・ジェルマンの修道院に行って，

そこでレーミやその他の著名な生徒とともにエリクの下

で課程を終了した。学芸における彼の熟達度は，彼の称

賛者の一人が「彼は自由学芸の技能が抜群であったため

に，古代の哲学者たちにも警えられた」と主張している

ほどに顕著なものであった。（pp､172-3）

９世紀が終わって１０世紀が始まる頃フランク王国で

最も有名な教師は，オーセールのレーミであった。彼は，

はじめにサン・ジェルマンの大修道院の修道僧となった

が，そこでの師はハイモとセルヴァトゥス・ループスの

生徒であったオーセールのエリクであった。アマンの有

名な修道僧のフクバルドは，彼の同級生だったといわれ

ている。エリクが死ぬと，彼が後を継いで学校を預かっ

た。間もなく彼は，ランスの大司教のフルコFulcoに召

喚されて，フクパルドと一緒に，衰微していた司教管区

の諸学校の再建に行かされた。レーミは自由学芸と神学

の両方を教えたが，大司教自身が彼の聴講生の一人で

あった。レーミが教えた生徒たちとこの生徒たちの後継

者たちは，１０世紀を通じてランスの学校を立派に継続

させた。この学校の後期の生徒に，歴史家のフロドアー

ルFrodoard，フルーリィのアッボAbbo，そしてレーミ

自身の二人の生徒でローレーヌ地方に学校を建てるさい

に大きな影響を与えたヒルデポルトHildeboldとブリ

ドゥルフBlidulphがいる。フルコが死ぬとレーミはラ

ンスからパリに移り，パリに，万人に開かれた，そして

教会の規則から自由な，修道院学校ではない公開の学校

apublicschoolを建てた。ここで彼は哲学と自由学芸

と神学を教え，当時アウグスティヌスのものとされてい

た論文の「範晴論OntheCategories」を解説し，テキ

ストにマルティアヌス・カペラを使って自由学芸を広く

教授し，こうしてついにこの時期まで疑問視されていた

この作家を名誉ある地位に据えた。マルティアヌスをよ

り容易に理解できるようにするために，彼は綿密な注釈
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書を書いた。「パリ大学の最初の揺藍の地4>」となったこ

の学校から，レーミの生徒の中で最も偉大な，クリュニ

の大修道院長となったオドが出た。レーミが学問の復興

の新紀元を画する人物であることは，間違いなく真実で

ある。彼の影響力は，アルクインやラバヌスにも匹敵す

ると考える者もいる。証明することはできないが，昔の

年代記作家の言葉を借用して「長い間廃れていた学問

が，彼の下で再び息を吹き返し，彼の教えによっていわ

ば再生したのは確かである5)」といって間違いない。彼

の著作にはすでに触れたマルティアヌス・カペラの解説

のほかに，文法家のドナトゥスとプリスキアヌスに関す

る注釈書と音楽に関する論文が含まれていた。(pp､173-

4）

クリュニのオド(880-942)は，まだ子供の頃に両親に

よってトゥールのサン・マルタン修道院に献じられた

が，すぐには修道僧にはならなかった。世俗生活のうち

に青春時代を過ごした後，１９歳の時にトゥールに戻り，

サン・マルタンの司教座聖堂参事会員となった。彼は，

ヴアージルVirgil（訳注．Vergilius,Ｍ．Ｐ.,Ｂ､Ｃ､７俳１９；

ローマ第一の詩人[岩]）その他文学方面の古代作家たち

を著しく好んだが，プリスキアヌスを勉強することに

よって文法面の不足を補った。やがて彼は，もっと徹底

的に学芸を勉強したいと考えるようになり，トゥールか

らパリに出た。パリではオーセールのレーミが公開講義

を行っていた。レーミの下でオドは，とくに心がけて弁

証法と音楽を学び，またその他の自由学芸のすべてを学

んだ。トゥールに戻った彼は，不確実な典拠によるが，

大修道院学校を預かったといわれている。やがて彼は，

ついに俗界を捨て，修道院生活に身を捧げる決心をす

る。３０歳の時彼は，バーガンディの修道院に，おそらく

彼の全蔵書であった「lOO冊の本」を携えて入った。９２７

年に大修道院長が死ぬと，オドは選ばれてその後を継

ぎ，その修道院の長となっただけでなく，クリュニその

他のもっと重要な大修道院の長となった。彼は，フラン

ク王国における一般的な修道院改革を成就すること，そ

してそれとの関連で多数の学校を設立することで大きな

影響力を発揮した。これらの学校の一つに，フルーリィ

の学校があった。もう一つの学校が，メッツの近くのゴ

ルツ大修道院に復活され，ランスの学校の多くの生徒が

そこに移って，修道院的学問共同体を形成した。彼はま

た，トゥールのサン・ジュリアン大修道院に学問の基礎

を築き，彼自身そこでしばらく時を過ごした。彼の名声

は急速に広まり，かつてラパヌスがそうであったよう

に，彼は法王や王侯の相談を受けた。彼は，ローマに三

第５１号２０００

度旅行している。彼の死は，９４２年頃のことである。(pp、

174-5）

以上述べた人びとは，１０世紀の中葉までアルクイン

とラペヌスの影響力を維持した人たちである。彼らと彼

らの仲間たちは，チャールズ大帝の後継者たちの下に

あって，教育界に高い地位を占めた。しかし彼らがその

全部であったというわけではない。というのは，歴史と

いうものは完全には同時代の記録を保存しないものだか

らである。したがって，彼らが，アルクインによって始

められた運動の影響力を具体的に示す最も大きな部分を

なしていることは確実であるが，しかし完全にというこ

とはできないと考えるのが，結局のところ正当である。

この継承関係の中で傑出して目立つ名前は，セルパトゥ

ス。ループス，ヴァラフリド・ストラポ，パスカシウ

ス・ラトベルト，ヴェレンベルト，オーセールのエリク，

フクパルド，オーセールのレーミ，そしてクリュニのオ

ドである。（pp､175-6）

結び

１０世紀の中葉は，教育におけるアルクインの時代と

呼べるものの限界を画する。というのは，この時点で彼

の直接的影響力は徐々に姿を消すことになるからであ

る。（P､176）

アルクインの仕事は，発端であり，前兆であった。結

果は，彼のプランより大きなものとなったが，後の発展

で現実のものとなるのに先立って，まず彼の仕事がなけ

ばならなかったのである。彼の仕事は，それなりの明確

な生涯をもっていた。それは，１０世紀末までに終わった

ように思われる。しかし人間の歴史には，絶対的な断絶

などというものは存在しない。それゆえ１０世紀の中葉

から１１世紀の中葉にかけてアルクインの系統に連なる

教師と学生が，ほぼ，あるいは完全に視界から消え去っ

たとしても，当然それらの影響力も途絶えたとは考えな

いでいただきたい。この時期は，大なる混乱の時期であ

り，当然の結果として歴史的記録の失われた時期であっ

た。しかしながら，残存したか細い学問をみくびっては

いけない。たとえそれが，闇の中にまったく弱々しく，

ほのかに見えるものであったにしても。というのは学問

といえばそれしかなかったからである。それゆえ，明確

な証拠によって先立つ時代の人びとと結びつけることの

できない，新たな，革命理論をこととしない教師たちが

その後出現する時，彼らは，私たちには不明確だが彼ら

には明らかであった既存の伝統を再開し，推し進めたと

考えなければならない。彼らに利用できる伝統は，アル



アルクインとラバヌス・マウルスの影響を維持した人びと ５

クインによって再生させられた時代の学校から流れ出た

伝統が，唯一つ存在しただけだったのである。(PP､178-

9）

l）

【注】［4)５)は原著脚注］

田中克佳「アルクインのこと（[英］Alcuin［羅］Alcui．
､ｕｓ[Albinus]Flaccus)〈735?-804>」腿雌義塾大学大学

院社会学研究科紀要第３６号，１９９３

同「ラパヌス・マウルスのこと（[雑］Rabanus

Maurus,780?-856)」慶雌義塾大学大学院社会学研究科
紀要第４３号，1996

2）この章立ては，注ｌ）の第２の論文の激立てを引き継ぐ章
立てである。

3）注ｌ）の第１の論文，参照。

4）〃iSloi”Ｌｉ"‘ｍｊ”ｄｅﾉαＦﾂ”c9,ＶI,ｐ､１００．

５）砿sZoj"Ｌ池‘、”ｄｇｊａＦ１ｍ"Ｃｅ,ＶI,ｐ・’０１．


